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酸化防止ワイヤのＰｄ被覆 厚み測長

Auワイヤなどの代替材料としてＣｕワイヤの実用化が進んでいる。

Ｃｕワイヤ実用化の中で課題となる、酸化や硬さに関する評価を断面研磨とＦＥ-ＳＥＭによる観察で行なった。

断面研磨とイオンミリング加工で詳細観察が可能です。

Ａ社製品 ワイヤ断面 Ｐｄ被覆 厚み測長 （倍率：×150ｋ）

酸化を防止するため、Ｐｄで被覆したＣｕワイヤのＰｄ被覆を
断面観察において測長しました。

被覆の材質検証の為、
ＥＤＸ分析を実施。

ＥＤＸ分析

チャネリングコントラスト観察による硬さ比較

Ａ社製品 ワイヤ断面 Ｂ社製品 ワイヤ断面

Ａ社製品と、Ａ社製品よりもボンディング工程不良が軽減されたＢ社製品を、チャネリングコントラスト（結晶粒）の
比較観察を行ないました。
相対比較として、Ｂ社製品のほうが結晶粒が大きいことが確認され、Ａ社製品よりもＢ社製品が柔らかいことが
考えられます。


